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【1】研究の概要 

[1-1]本研究の目的・概要 

我が国では、乳幼児の感作アレルゲンとして

は、食物では卵、牛乳、小麦の順に多いことが

知られている。また、国内でも地域によってア

レルゲン感作率が異なる。一方で、海外ではし

ばしば牛乳感作が卵より多く、ピーナッツの感

作も少なくない。この地域や国での感作の相違

は、離乳食などの食習慣による可能性があるが、

食物アレルゲン感作がしばしば離乳食開始ま

でに起こることから環境中の食物アレルゲン

量が関連するのではないかと考えられている。

しかしながら、我々の出生コホート研究では、

環境中および母乳中の卵アレルゲン量と感作

率・感作レベルに相関はみられていない。この

結果から我々は、母体の感作や胎内感作が生後

の食物アレルゲン感作に関連する可能性があ

るとの仮説を立てた。

[1-2]研究の方法・経過 

母体感作・胎内感作を高感度に検出できるシ

ステムを共同研究者の木戸は有している。また、

申請者の下条は、自身の複数の出生コホートに

おいて、母体血、臍帯血、乳児期の血清を保存

している。また、国内の複数地域、さらに欧州、

オーストラリア、アジアの各国の出生コホート

研究者とのコネクションを持っており、国内の

複数地域・海外の出生コホートでの血清を収集

することが可能である。アレルゲン感作の頻度

や種類の異なる地域・国の出生コホートでの血

清中食物アレルゲン特異的抗体を測定するこ

とで上記に述べたメカニズムに迫ることが可

能と考える。本研究では、オーストラリアでの

出生コホートで得られた検体を対象に妊婦血

中のアレルゲン特異的抗体を日本の妊婦での

それと比較する。本年度は、オーストラリア西

オーストラリア大学の栄養学を専門とする

Palmer 博士と連絡をとり、出生後の感作が評価

されている出生コホートでの母体血の使用に

ついて検討する準備を進めた。 

【2】研究成果 

[2-1]本共同研究で明らかになった研究成果 

千葉市での出生コホートでの妊婦の血中ア

レルゲン特異的 IgE, IgG 抗体を測定し、食物

では卵白に対する IgE抗体が高頻度で検出され

ること、一方吸入アレルゲンであるダニに対す

る IgE抗体の検出頻度は非常に低いことがわか

った。児の感作においても卵白特異的 IgE抗体

がもっとも高頻度に認められた。

[2-2]本共同研究による波及効果及び今後の発

展性 

 2021 年度は、上記のオーストラリア出生コホ

ートでの母体血中のアレルゲン特異的抗体を

測定し、児の感作との関連を解析する。 
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胎内感作の意義が明らかになれば、ハイリス

ク児の予測に有用であり、また妊娠母体を対象

にする予防介入につながる可能性がある。


